
 
特  記  仕  様  書  

 

 

（適 用 範 囲）  
１  本特 記仕 様書 は、甲 府市 が発 注 する 令和 ７年 度森 林整 備 事 業測 量業

務委 託（ 以 下、「 本 委 託」と いう 。）に 適用 す る。こ れに より がた
い場 合、 監督 員と 協議 の上 決定 する もの とす る 。  

 
（ 業 務計 画書 ）  
２  受 注 者 は 、 契 約 締 結 後 、 次 の 事 項 を 記 載 し た 業 務 計 画 書 を 作 成 し 、

監督 員に 提出 しな けれ ばな らな い 。ただ し、監 督員 が 不要 と認 めた
場合 は、 工程 表の みの 提出 に代 える こと がで きる 。  

 （ １） 業務 概要  
 （ ２） 実施 方針  
 （ ３） 業務 工程  
 （ ４） 成果 品の 内容 、部 数  
 （ ５） 連絡 体制 （緊 急時 を含 む）  
 （ ６） 使用 する 主な 機器  
 
（ 業 務内 容 ）  
３  周囲 測量  

（１ ）  使用 機器  
使 用 機 器 は 、 ポ ケ ッ ト コ ン パ ス 又 は デ ジ タ ル 方 位 距 離 計 等 を
使用 する もの とす る。  

（２ ）  区域 の明 示  
境 界 が 明 瞭 に な る よ う 適 宜 刈 り 払 い を 行 い 、 区 域 外 側 の 樹 木
の 目 通 り に 赤 ス プ レ ー で 二 本 線 の 目 印 を 付 す こ と 。 た だ し 、
隣接 地が 民有 林等 の場 合、 内縁 立木 とす る。  

（３ ）  測量 野帳 の記 載事 項  
付 近 の 地 況 ・ 林 況 変 化 ・ 測 点 の 位 置 等 を 備 考 欄 に 記 入 す る こ
と。  

（４ ）  無立 木地 等の 報告  
区 画 内 に 崩 壊 地 等 の 無 立 木 区 域 で 林 地 外 と 認 め ら れ る 箇 所
（ 概 ね ０ ． ０ １ ｈ ａ 以 上 ） が 存 在 す る 場 合 や 明 ら か に 林 相 が
異な る場 合等 には 、協議 簿 を作 成し 、監督 員 に報 告す るこ と。  

（５ ）  測量 杭  
杭 の 材 質 は 、 合 成 樹 脂 又 は 木 と す る 。 杭 に は 、 赤 ペ ン キ を 塗
布 し 、 事 業 年 度 、 森 林 整 備 目 的 （ 「 間 伐 」 等 ） 、 測 点 番 号 を
記入 する こと 。  

（６ ）  引照 点の 設置  
崩 壊 地 及 び 沢 等 の 周 辺 で 亡 失 の 恐 れ が あ る 杭 は 、 復 元 が で き
る よ う に 必 要 に 応 じ て 引 照 点 を 設 置 し 、 区 画 測 量 と は 別 に デ
ータ 管理 を行 うこ と 。  

（７ ）  面積 、角 度及 び距 離の 単位  
面 積 の 単 位 は ヘ ク タ ー ル と し 、 小 数 点 ３ 位 以 下 の 端 数 は 四 捨
五入 し、 ２ 位 止め とす る 。  
角度 の単 位は 度と し、 ３０ 分刻 みと する 。  
距 離 の 単 位 は メ ー ト ル と し 、 小 数 点 ２ 位 四 捨 五 入 １ 位 止 め と
する 。  
 



 
（８ ）  公差  

閉 そ く 公 差 に つ い て は 、 測 定 距 離 の 総 和 の ５ ０ 分 の １ と し 、
これ をこ える もの につ いて は、 再測 する こと 。  

 （ ９） 作業 道路 線測 量  
    １１ ３林 班 わ わ１ 小班 にお いて 、搬出 する た めの 作業 道の 路線

測量 を行 うこ と。なお、搬 出の 可否 によ り、必ず しも 発注 図面
どお りの 箇所 、及 び線 形で 作業 道 路 線測 量を 行わ なく ても 良い
こと とす る。作 業 道路 線測 量を 行う 小班 を変 更す る場 合、監督
員に 協議 する こと 。  

 
４  標準 地測 量  

（１ ）  監 督 員 と 協 議 の 上 で 標 準 地 調 査 箇 所 を 決 定 し 、 計 測 に つ い て
は第 ３に 準じ て行 うこ と。  

（２ ）  標 準 地 に お け る 各 測 点 に は 木 杭 を 使 用 し 、 調 査 年 度 、 標 準 地
番 号 、 測 点 番 号 を 記 入 し 、 赤 ペ ン キ を 塗 布 し た も の を 打 ち 込
むこ と。  

（３ ）  標準 地の 位置 は図 面上 に明 示す るも のと する 。  
（４ ）  標準 地内 の立 木調 査に つい ては 、下 記に よる こと 。  

   １ 標準 地内 の全 木 (6 cm以 上 、枯死 木 を含 む )を調 査対 象と する こ
とを 原則 とす る。ただ し、下層 木及 び小 径木 につ いて は、監 督
員と の協 議に より 除外 でき るも のと する 。  

   ２ 地 上 高 120cm位 置 よ り 下 部 で 三 股 や 株 立 ち な ど の 樹 幹 分 岐 が 生
じて いる 場合 は、個々 の立 木と して 取り 扱う もの とす る。な お、
その 旨を 野帳 備考 欄に 記す こと 。  

   ３ 調査 対象 木に つい ては 、ナ ンバ ーテ ープ 等に より 調査 番号 を明
示す るこ と。  

   ４ 胸 高 直 径 に つ い て は 、 斜 面 上 部 の 地 上 高 120cm位 置 で の 計 測 値
とす る 。計 測値 は 2cm単 位 での 括約 によ り野 帳記 入を 行う こと 。
断 面 が 扁 平 で あ る 場 合 に は 、 2方 向 よ り 最 大 値 と 最 小 値 を 計 測
し、野 帳 記入 を行 い、そ の 平均 値を 求め、偶 数単 位に 切り 捨て
るこ と。  

   ５ 樹高 計測 は、斜 面上 部地 際 より 梢頭 まで の全 長の 測定 を原 則と
し、 曲木 は形 状に 沿っ た全 長を 測定 する 。  

   ６ 野帳 備考 欄へ の記 入事 項は 、樹冠 欠損 、曲 が り、獣 害痕 跡、腐
朽な どの 形質 特性 を対 象と し 、以 下 の記 載例 を参 考と して 適宜
記入 する こと 。  

   「 樹幹 欠損 〇 m」 「 〇 mよ り二 又」 「曲 がり  地 際～ 〇 m」  
   「 曲が り  〇 m～ 〇 m」「 クマ 剝皮 〇 m～〇 m 幹 周率 〇％ 」  
   「シ カ 角擦 り〇 m～ 〇 m」「 つ る締 め跡 あり 」「 No. 〇～ 〇株 立ち 」 
 
（ 成 果品 ）  
５  成果 品は 、次 の各 号に より 提出 する もの とす る 。  

（１ ）  測量 野帳 、標 準地 野帳 【 1部】  
（２ ）  測量 計算 簿、 面積 計算 簿 【 1部 】  
（３ ）  実測 図（ 1/1,000、 1/5,000） 【 1部 】  
（４ ）  地形 図挿 入図 （ 1/5,000） 【 1部 】  
（５ ）  標準 地位 置図 【 1部】  
（６ ）  写真 帳 （ 林況 及び 作業 状況 ） 及 び日 誌【 1部 】  
（７ ）  上記 （２ ）～ （ ６ ）に 関す る電 子デ ータ (CD-R) 【 1部 】  

（（ 1）（ 2）の つ いて は、エ ク セル デー タ、（ 3）～（ 6）に つ



 
いて は、 pdfデー タと する ）  

 
（そ の他 ）  

６  受注 者発 注 者 は 業 務着 手前 、 完 了後 、そ の他 協 議 を要 する 事案が

発生 した 場合 に打 ち合 わせ を行 うも のと する 。  

 

７  本業 務実 施 に あた り、 受注 者 発 注者 双方 の協 議 の 結果 、業 務量に

多少 の増 加が あ る 場合 でも 変更 契 約 の対 象と はな ら な いも のとす

る。  

 


